
西条市愛唱歌「石鎚山」のＣＤジャケット

閉校することが決まった浦山小学校

事
業
の
内
容
は
？

作
詞
・
作
曲
を
手
が
け
た
新
井

満
氏
に
よ
る
歌
唱
や
市
内
の

中
・
高
校
生
に
よ
る
合
唱
・
合
奏
を

行
う
ほ
か
、
新
井
氏
に
よ
る
曲
の
解

説
、
愛
唱
歌
の
制
作
を
依
頼
し
た
市

民
団
体
代
表
者
や
市
長
を
交
え
た
ト

ー
ク
コ
ー
ナ
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
曲
名
に
ち
な
み
、
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
石
鎚
山
系
魅
力
発
信
事

業
や
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
新

た
に
設
立
し
た
地
域
観
光
サ
ー
ビ
ス

統
括
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
ソ
ラ
ヤ

マ
い
し
づ
ち
の
紹
介
も
行
い
た
い
。

広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
る
愛
唱

歌
と
す
る
た
め
の
取
組
は
？

本
庁
や
総
合
支
所
の
電
話
保

留
音
と
し
て
導
入
す
る
ほ
か
、

小
・
中
学
校
の
音
楽
の
授
業
や
公
民

館
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
す
る
な
ど
、

地
道
に
取
り
組
み
た
い
。

現
在
の
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
か
ら

本
格
実
施
に
向
け
た
取
組
は
？

利
用
者
負
担
の
検
討
や
追
加
機

能
に
対
す
る
利
用
者
の
意
見
な

ど
を
聞
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
面

は
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
と
し
て
継
続
し
、

利
用
者
数
の
推
移
や
利
用
料
な
ど
が

確
立
で
き
た
段
階
で
本
格
実
施
し
た

い
。

浦
山
小
学
校
を
閉
校
す
る
に
至

る
ま
で
の
協
議
の
過
程
は
？

平
成
30
年
１
月
に
、
浦
山
小
学

校
の
在
り
方
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
２
回
の
検
討
委
員
会
を
開
催

し
た
。
そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
経
て
、
６
月
に
開
催
し
た
第

３
回
検
討
委
員
会
に
お
い
て
閉
校
す

る
と
の
意
見
で
一
致
し
た
。

２
者
が
最
低
制
限
価
格
で
入
札

し
た
こ
と
に
対
す
る
見
解
は
？

最
低
制
限
価
格
は
、
品
質
確
保

の
観
点
か
ら
設
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
２
者
と
も
に
他
者
よ
り
も
安

価
で
、
か
つ
失
格
と
な
ら
な
い
額
で

あ
る
最
低
制
限
価
格
と
同
額
で
入
札

し
た
こ
と
は
、
契
約
事
業
者
の
落
札

意
欲
が
極
め
て
高
か
っ
た
も
の
と
理

解
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
小
学
校

の
余
裕
教
室
で
行
う
考
え
は
？

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
国
か

ら
余
裕
教
室
で
行
う
こ
と
が
望

ま
し
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
も
、
で
き
る
限
り
余
裕
教

室
を
活
用
す
る
方
針
で
あ
り
、
教
育

委
員
会
や
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
内

部
協
議
を
進
め
て
い
る
。
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総
務
委
員
会
で
の
主
な
Ｑ
＆
Ａ

福
祉
文
教
委
員
会
で
の
主
な
Ｑ
＆
Ａ

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
築

　
　
　
　
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業

（
高
齢
者
見
守
り
ロ
ボ
ッ
ト
）

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

工
事
請
負
契
約
の
締
結

西
条
市
立
学
校
設
置
条
例
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

西
条
市
愛
唱
歌「
石
鎚
山
」

　
　
　
　  
完
成
記
念
事
業

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

ＱＡ


